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羅臼の海からの赤い使者「アツバスジギヌ」に四苦八苦 

その実態は謎 

  

北海道では、コンブ類をはじめとして、ワカメ、チガイソ、フクロフノリ、アカバギンナンソ

ウ、クロハギンナンソウ、マツモ、ノリ類、イシモズクなど 10 種類程度の海藻を漁獲利用して

います。北海道全体では 300 種以上の海藻が分布しており、利用している海藻はほんの一握り

でまだまだ知られていない海藻が多くあります。 

平成 30 年 12 月 4 日に羅臼町峯浜の漁業者さ

んから、水深 55 m に設置したかれい刺し網に大

量にかかった赤い海藻の同定を依頼されました

（図 1）。聞き取りによると 3～4 年前から増え始

め、最近は大量に刺し網にかかってしまい、魚がと

れないばかりか、海藻を網から外すのに大変難儀

するという状況でした。 

海藻を観察したところ、薄い膜状の体を持ち、新

しい葉状部（以下、「葉」とします*）が卵型に伸び

ていること、胞子ができる部分が葉の表面全体に

斑点状に広がってできている（図 2-1）ことなど

か ら 、 紅 藻 の 「 ア ツ バ ス ジ ギ ヌ 」（ 学 名 

Hideophyllum yezoense）と同定しました（図 2-

2）。葉にぬめりはほとんどなく、弾力はありませ

ん。手触りは薄いレタスのような「しゃりしゃり」

「ぱりぱり」とした感触です。体の下部は植物の茎

のように円柱形になり、下端は木の根のように広

がっていました（図 2-3）。これは老成した個体に

見られる特徴です。海藻からは独特の臭気がし、冷

凍して細胞が壊れるとその臭気はさらに強くなり

ました。質感のためか臭気のためかはわかりません

が、この海藻を水槽でエゾバフンウニと一緒に入れ

てもウニはこの海藻を食べませんでした。 

この海藻は、同定を依頼された知床半島周辺海域

の他、奥尻島、釧路、庶野（えりも町）、室蘭、網走、

厚岸、サハリンなどに分布することが報告されてお

り、アラスカやカムチャッカ半島でも採取記録があ

ること、釧路水試には釧路や厚岸、風蓮湖で採取し

た標本が保管されていることから、北海道を含む寒

 
図 2-1 葉状部の先端部分の拡大 

  表面の斑点は「嚢果（のうか）」で 

  胞子が多数入っている 

 

 
図 2-2 アツバスジギヌ 

 
図 1 刺し網にかかった大量の海藻 

（羅臼町桜井さんより写真提供） 



冷な海の広い範囲に分布していると推測されます。 

アツバスジギヌは知床岬では水深 20 m 付近に分

布するとされており、海外では水深 30 m を超えた

ところでも採取されています。今回の事例ではカレ

イ刺し網は水深 55 m に設置されており、アツバス

ジギヌは付近から抜けた葉が寄り集まって網に絡

まったか、刺し網が潮で倒された時に海底の海藻を

からめとってかかったと考えられます。しかし、こ

の個体が何年かけてこの大きさに生長したのか、一

年でどれくらい生長するのか、どの程度の密度で分

布しているのかは全くわかっていません。 

アツバスジギヌと近い種類を研究した海外の事例では、植食性の動物があまり好んで摂餌しな

いこと、生きていくために必要な光の量はコンブ類と比べて少なくて済み、光の弱い深い海底で

も生きていけることや、体内の脂質に不飽和脂肪酸（EPA）が多く含まれることなどが報告され

ていています。アツバスジギヌについても北海道の海での生態や成分の詳細などが今後明らかに

なることが望まれます。 

 

*海藻では、葉や根のように見える部分があっても内部の構造や機能に大きな違いがないことか

ら、正式にはそれぞれ「葉状部」「付着部」などと呼びますが、ここでは慣例的に「葉」とします。 
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図 2-3 付着器部分の拡大 


